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オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
安
楽
死
法
制
定
以
降
、
人
び
と
の
関
心
が
か
えって緩和医療に向けられている。
一
九
九
○
年
以
降
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
五
年
ご
と
に
、
終
末
期
の
意
思
決
定
に
つ
い
て
の
全
国
規
模
の
経
験
的
調
査
が
行
な
わ
れ
て
お
り
、
最
新
の
二
○
○
五
年
の
調
査
は
、
オ
ラ
ン
ダ
で
安
楽
死
法
が
施
行
さ
れ
た
（
二
○
○
二
年
）
後
の
初
め
て
の
調
査
と
い
う
こ
と
で
、
注
目
を
集
め
て
い
た
。
調
査
結
果
は
大
方
の
予
想
を
裏
切
り
、
そ
れ
ま
で
増
加
傾
向
に
あ
っ
た
安
楽
死
や
自
殺
講
助
の
実
施件数が、調査開始以降、ともに初めて減少に転じたこ
とが報告された。
安楽死の場合、二○○一年に全死亡者数のうちの一一・
六
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
○
○
五
年
に
は
一
・
七
％
に
減
少
し
て
い
る
。
実
施
件
数
と
は
別
に
、
安
楽
死
の
依
頼
件
数
も
減
少
し
て
お
り
、
安
楽
死
の
リ
ク
エ
ス
ト
自
体
が
減
っ
て
い
る
。
自
殺
籍
緩
和
医
療
の
「
最
後
の
砦
」
と
し
て
の
終
末
期
鎮
静
助も二○○｜年の○・二％から○・｜％に減少している。
こ
う
し
た
現
象
の
大
き
な
要
因
と
し
て
、
二
○
○
二
年
の
安
楽
死
法
制
定
以
降
、
人
び
と
の
関
心
が
緩
和
医
療
に
向
け
ら
れ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
と
く
に
安
楽
死
や
自
殺
輔
助
に
代
わ
っ
て
、
「鎮静」という方法が導入されたことが指摘されている。
オ
ラ
ン
ダ
で
「
持
続
的
な
深
い
鎮
静
」
を
受
け
な
が
ら
亡
く
な
っ
た
患
者
は
、
二
○
○
｜
年
に
は
五
・
六
％
だ
っ
た
の
に
対
し
、
一
一
○○五年には八・二％に増加している。
「持続的な深い鎮静（８三一目・ｇｇ①ご叩＆畠。ご）」は、
終
末
期
の
徴
候
管
理
の
「
最
終
手
段
」
と
さ
れ
て
お
り
、
治
療
抵
抗
性
を
も
っ
た
が
ん
の
痙
痛
、
窒
息
や
呼
吸
困
難
の
苦
し
み
に
対
処
す
る
た
め
に
、
鎮
静
剤
を
用
い
て
、
苦
痛
を
知
覚
す
る
意
識
主
体
の
活
動
そ
の
も
の
を
封
じ
込
め
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
モ
ル
ヒ
ネ
に
よ
る
ペ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
１
ル
が
限
界
に
達
し
た
と
き
、
小林
亜
律
子
１ 
Hosei University Repository
鎮静剤を投与して、患者の意識を失わせることで、患者
を末期の耐えがたい苦痛から解放するという方法である。
実
際
に
、
終
末
期
に
「
鎮
静
」
を
必
要
と
す
る
患
者
は
、
が
ん
患
者
の
場
合
、
そ
の
約
一
割
と
言
わ
れ
て
い
る
。
日
本
で
二
○
○
四
年
に
行
な
わ
れ
た
、
終
末
期
の
痛
み
の
発
生
頻
度
に
か
ん
す
る
調
査
に
よ
る
と
、
終
末
期
に
「
鎮
静
」
を
必
要
と
し
た
患
者
の
割
合は一○・六％であった（１）。
海
外
の
統
計
で
も
、
ほ
ぼ
同
じ
割
合
で
あ
り
、
末
期
の
肉
体
的
苦
痛
を
回
避
す
る
た
め
に
、
約
一
割
の
患
者
が
鎮
静
を
必
要
と
し
て
い
る
現
状
が
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。
日
本
で
の
近
年
の
が
ん
死
亡者が一一一一一、三万人であることを鑑みれば、そのうちの
一
割
、
約
三
万
人
が
、
終
末
期
に
「
鎮
静
」
を
必
要
と
す
る
状
況
に
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
持
続
的
な
深
い
鎮
静
は
、
ア
メ
リ
カ
で
は
一
九
九
○
年
代
か
ら
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
二
○
○
○
年
に
入
っ
て
か
ら
、
生
命
倫
理
の
議
論
の
表
舞
台
に
登
場
し
、
安
楽
死
や
自
殺
割
助
と
並
ぶ
、
あ
る
い
は
そ
れ
以
上
に
好
ま
し
い
（
倫
理
的
、
法
的
問
題
の
少
な
い
）
終
末
期
の
新
た
な
選
択
肢
と
し
て
注
目
を
集
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
現
在
、
終
末
期
の
耐
え
が
た
い
苦
痛
に
対
す
る
医
療
の
最
終的な対応として、安楽死か、自殺輔助か、それとも「持
続的な深い鎮静」か、という形での議論が活発に行なわ
れ
て
お
り
、
こ
の
「
持
続
的
な
深
い
鎮
静
」
の
道
徳
的
、
法
的
評
価
が
、
欧
米
の
終
末
期
医
療
の
研
究
者
た
ち
の
主
要
な
関
心
事
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
の
行
為
の
道
徳
的
、
法
的
評
価
は
複
雑である。
「持続的な深い鎮静」の開始と同時に、それまで行な
っ
て
い
た
医
学
的
治
療
（
透
析
、
血
圧
の
管
理
、
抗
生
剤
の
投
与
な
ど
）
や
栄
養
と
水
分
の
補
給
を
中
止
し
た
り
、
鎮
静
に
よ
る
意
識
消
失
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ま
で
経
口
摂
取
で
き
て
い
た
飲
食
物
を
摂
れ
な
く
な
っ
た
場
合
、
あ
え
て
栄
養
や
水
分
の
人
工
的
な
補
給
を
し
な
い
（
差
し
控
え
）
と
い
う
決
定
が
、
併
せ
て
な
さ
れ
る
こ
とが多い。
た
と
え
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
王
立
医
師
会
に
よ
る
二
○
○
五
年
の
「緩和鎮静のガイドライン」では、持続的な深い鎮静を
始
め
た
ら
、
人
工
栄
養
と
水
分
補
給
を
提
供
し
な
い
か
継
続
し
な
いことが勧告されている。その場合、ほとんどの患者は、
「持続的な深い鎮静」の開始から三日以内に脱水症状で
死
亡
す
る
こ
と
に
な
る
。
実
際
に
、
二
○
○
五
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の
調査では、三分の一一以上のケースで、生命維持治療の中
止
が
並
行
し
て
行
な
わ
れ
て
い
た
。
オ
ラ
ン
ダ
国
内
で
も
医
療
施
設
等
に
よ
っ
て
差
が
あ
り
、
二
○
○
八
年
の
調
査
で
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ナ
ー
シ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
で
は
、
持
続
的
な
深
い
鎮
静
と
並
行
し
て
人
工
輸
液
を
中
止
す
る
と
い
う
決
定
が
、
極
め
て
頻
繁
に
（
九
一・三％）行なわれていることが分かった（２）。
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こ
の
生
命
維
持
治
療
の
カ
ッ
ト
と
結
び
つ
い
た
「
持
続
的
な
深
い鎮静」は「終末期鎮静（急三目一ｍ。宣言）」（オランダ
では「緩和鎮静」）と呼ばれている。
こ
の
「
終
末
期
鎮
静
」
の
道
徳
的
評
価
は
分
か
れ
て
お
り
、
こ
れ
を
安
楽
死
と
は
厳
密
に
区
別
さ
れ
る
緩
和
的
介
入
の
一
形
態
と
とらえる見方もあれば、これは緩和ケアの姿を借りた「緩
慢
な
安
楽
死
」
な
い
し
は
「
偽
装
さ
れ
た
安
楽
死
」
で
あ
る
と
い
う批判的な見方もある。
緩和医療の側からは、「終末期鎮静」は当初、「最後の
砦
（
昌
量
‐
ｓ
三
）
」
と
言
わ
れ
て
お
り
、
追
い
つ
め
ら
れ
た
時
の
最
終
手
段
、
す
な
わ
ち
、
モ
ル
ヒ
ネ
に
よ
る
ペ
イ
ン
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
が
失
敗
し
た
と
き
の
、
苦
し
紛
れ
の
（
緊
急
避
難
的
）
措
置
と
されてきた。「終末期鎮静」自体が、緩和ケアの「限界」
や「失敗」を象徴するものだったのである。
と
こ
ろ
が
、
最
近
、
主
に
オ
ラ
ン
ダ
や
ア
メ
リ
カ
の
ホ
ス
ピ
ス
で
は
、
「
終
末
期
鎮
静
」
が
ル
ー
テ
ィ
ン
化
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
も
緩
和
的
介
入
の
一
手
段
で
あ
る
と
い
う
認
識
に
変
わ
っ
て
き
て
いる。つまり、「終末期鎮静」をルーティン化して、緩和
ケ
ア
の
一
部
と
す
れ
ば
、
緩
和
医
療
に
対
応
で
き
な
い
苦
痛
は
な
い
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
あ
る
種
の
「
開
き
直
り
」
で
ある。さら
に
、
「
終
末
期
鎮
静
」
を
緩
和
ケ
ア
の
ル
ー
テ
ィ
ン
と
し
「終末期鎮静」には、コンピテンス（対応能力）のあ
る
患
者
の
自
発
的
な
要
請
に
応
じ
る
形
で
行
な
わ
れ
る
場
合
と
、
すでに対応能力を失っている患者（意識混濁やせん妄、
て
取
り
込
ん
で
し
ま
え
ば
、
こ
れ
ま
で
、
緩
和
ケ
ア
の
「
失
敗
」
の
結
果
と
見
な
さ
れ
て
き
た
、
苦
痛
か
ら
逃
れ
る
た
め
の
安
楽
死
や
自
殺
慧
助
を
不
要
に
す
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
主
張
も
出
さ
れている。
「
鎮
静
が
、
終
末
期
患
者
の
た
め
の
緩
和
ケ
ア
全
体
の
本
質
的
な
要
素
と
し
て
含
ま
れ
る
な
ら
ば
、
医
療
者
に
よ
る
自
殺
輔
助
の
必
要性は生じない。」（３）
本
稿
で
は
、
①
「
終
末
期
鎮
静
」
は
、
見
か
け
以
上
に
（
積
極
的
）
安
楽
死
や
自
殺
輔
助
に
近
く
、
こ
れ
自
体
が
両
者
と
ほ
ぼ
倫
理
的
に
等
価
で
あ
る
。
②
「
終
末
期
鎮
静
」
の
こ
の
よ
う
な
性
格
を
省
み
ず
に
、
こ
れ
を
緩
和
医
療
と
し
て
推
奨
す
る
こ
と
は
、
（
積
極的）安楽死や自殺講助のニーズを回避するのではなく、
むしろ両者の社会的な黙認を促すことになる。さらに、
③
「
終
末
期
鎮
静
」
を
推
奨
す
る
こ
と
は
、
末
期
患
者
の
尊
厳
の
喪
失
に
も
つ
な
が
り
、
そ
れ
は
け
っ
し
て
緩
和
医
療
の
目
指
す
方
向
と
は
な
り
え
な
い
。
こ
の
三
点
を
論
じ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。
１．自殺幣助と「終末期鎮静」
３ 
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昏
睡
状
態
な
ど
）
に
対
し
て
、
医
師
や
患
者
の
家
族
が
、
そ
の
実
施に駆り立てられる場合とがある。
対
応
能
力
の
あ
る
患
者
が
み
ず
か
ら
「
終
末
期
鎮
静
」
を
要
請
す
る
場
合
は
、
患
者
が
自
発
的
に
飲
食
（
チ
ュ
ー
ブ
栄
養
や
静
脈
内
へ
の
水
分
補
給
を
含
む
）
を
拒
否
し
、
そ
の
こ
と
に
と
も
な
う
苦痛や不快感（飢えや渇き）、さまざまな身体的徴候（脱
水
症
状
に
付
随
す
る
）
を
緩
和
す
る
た
め
に
、
死
に
至
る
ま
で
の
間
、
「
深
い
鎮
静
」
の
持
続
を
医
療
者
に
要
請
す
る
と
い
う
形
で
行
な
わ
れ
る
。
こ
れ
は
、
自
殺
常
助
の
是
非
が
終
末
期
の
議
論
の
争
点
と
な
っ
て
い
る
ア
メ
リ
カ
で
広
く
実
施
さ
れ
て
い
る
。
た
と
え
ば
、
全
米
ホ
ス
ピ
ス
緩
和
医
療
協
会
で
は
、
こ
の
「
終
末
期
鎮
静
」
を
「
道
徳
的
、
臨
床
的
に
好
ま
し
い
手
段
」
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
飲
食
の
自
発
的
な
拒
否
は
、
患
者
の治療拒否権の行使であり、それに並行する「鎮静」は、
緩
和
ケ
ア
、
苦
痛
緩
和
の
た
め
の
臨
床
的
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
飲
食
の
自
発
的
な
中
断
と
「
持
続
的
な
深
い
鎮
静
」
は
、
そ
の
ど
ち
ら
に
お
い
て
も
、
医
療
者
が
患
者
の
死
を
故
意
に
早
め
る
こ
と
が
な
い
か
ら
な
の
だ
と
い
う
。
こ
の
点
で
「
終
末
期
鎮
静
」
は
、
自
殺
慧
助
や
安
楽
死
と
は
違
っ
て
、
医
療
者
に
と
っ
て
の
心
理
的
負
担の軽減にもつながるともいわれる。
飲
食
を
拒
否
す
る
権
利
が
、
患
者
の
治
療
拒
否
権
の
な
か
に
含
ま
れ
る
か
、
と
い
う
こ
と
は
議
論
の
余
地
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
最
高裁は、’九九七年、自殺輔助を禁じる判決を述べた際、
患
者
が
み
ず
か
ら
飲
食
を
拒
否
す
る
こ
と
は
、
判
断
能
力
の
あ
る
患
者
の
治
療
拒
否
権
に
含
ま
れ
る
と
い
う
見
解
を
示
唆
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
、
こ
の
こ
と
は
患
者
の
法
的
権
利
と
し
て
認
め
ら
れ
る
ようになってきてはいる（４）。
し
か
し
、
治
療
拒
否
権
は
通
常
、
延
命
治
療
な
ど
の
医
学
的
治
療
の
拒
否
権
を
さ
し
て
い
る
。
ロ
ー
マ
・
カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
で
は
伝
統
的
に
、
患
者
に
飲
食
を
提
供
す
る
（
栄
養
チ
ュ
ー
ブ
や
点
滴
による水分補給も含まれる）ことは、「通常の治療手段」
で
あ
る
と
さ
れ
て
き
た
。
患
者
〈
あ
る
い
は
家
族
や
医
療
者
）
が
飲
食
の
よ
う
な
「
通
常
の
」
（
苦
痛
や
リ
ス
ク
の
考
え
に
く
い
）
手
段
を
拒
否
す
る
場
合
に
は
、
そ
の
よ
う
な
拒
否
は
自
殺
か
、
生
命
を
故
意
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
に
該
当
す
る
と
見
な
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
伝
統
的
な
見
方
か
ら
す
る
と
、
患
者
が
み
ず
か
ら
の
死
期
を
早
め
る
た
め
に
飲
食
を
や
め
る
と
き
、
そ
の
決
定
を
臨
床
的
に
支
持
す
る
こ
と
は
自
殺
輔
助
と
倫
理
的
に
等
価
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
少
な
く
と
も
そ
れ
が
、
緩
和
ケ
ア
に
あ
た
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
は
、
疑
問
の
余
地
が
あ
る
。
先
ほ
ど
と
は
対
照
的
に
、
す
で
に
対
応
能
力
を
失
っ
て
い
る
末
２．「自然死」としての「終末期鎮静」
４ 
Hosei University Repository
期患者を対象にして、「終末期鎮静」が行なわれるケース
もある。
オ
ラ
ン
ダ
で
行
な
わ
れ
た
二
○
○
八
年
の
調
査
に
よ
る
と
、
「安楽死」を要請するのは、比較的若く（平均年齢六三
歳）、判断能力のクリアな患者であるのに対して、「終末
期鎮静」を受ける患者の方は、より高齢で（平均年齢七
二歳）、容態が悪く、すでに意識混濁やせん妄を起こして
いて、対応能力を持たないケースが半数以上である。
「鎮静」を開始するときか、またはそれ以前の容体の
落ち着いていたときに、患者本人が「終末期鎮静」を望
む
意
思
表
示
を
し
て
い
た
ケ
ー
ス
は
、
全
体
の
七
○
・
三
％
で
あ
り
、
残
り
の
約
三
○
％
は
、
医
師
や
家
族
が
（
患
者
の
苦
し
み
を
見
か
ね
て
）
「
終
末
期
鎮
静
」
に
駆
り
立
て
ら
れ
て
い
る
と
い
う
状
況である。
ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
先
に
み
た
よ
う
に
、
「
終
末
期
鎮
静
」
を
患
者
の
治
療
拒
否
権
の
行
使
と
し
て
捉
え
て
い
る
の
で
、
対
応
能力をもたない患者に対して、患者の家族や医師がパタ
ー
ナ
ス
テ
イ
ッ
ク
に
こ
の
行
為
に
及
ぶ
場
合
に
は
、
刑
事
訴
追
の
リ
ス
ク
（
故
殺
罪
と
な
る
）
を
負
う
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
オ
ラ
ン
ダ
で
は
「
終
末
期
鎮
静
」
（
オ
ラ
ン
ダでは「緩和鎮静」という）は、「安楽死」とは違い、可
能
な
場
合
に
の
み
患
者
の
同
意
を
得
れ
ば
よ
い
「
通
常
の
医
療
行
緩
和
医
療
で
は
、
「
終
末
期
鎮
静
」
に
お
け
る
「
鎮
静
」
と
生
命
維
持
治
療
の
カ
ッ
ト
を
区
別
し
て
捉
え
る
見
方
が
主
流
に
な
っ
ている。たとえば、アメリカホスピス緩和ケア協会では、
つぎのように言われる。
「
人
工
的
な
輸
液
と
栄
養
の
差
し
控
え
は
、
通
常
、
鎮
静
と
並
行
しているが、そのような治療を提供するか、中止するか、
差
し
控
え
る
か
の
決
定
は
、
鎮
静
を
提
供
す
る
か
否
か
の
決
定
と
は切り離されるべきである。」（５）
日
本
緩
和
医
療
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
も
、
同
じ
趣
旨
の
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
は
「
鎮
静
」
の
悪
用
に
対
す
る
抑
止
力
と
な
る
だ
ろ
う
。
け
れ
ど
も
、
「
鎮
静
」
と
生
命
為
」
と
さ
れ
て
い
る
。
報
告
義
務
も
な
い
う
え
に
、
外
部
の
審
査
が立ち入ることもなく、「終末期鎮静」による患者の死は、
「自然死」として登録されることになっている。
け
れ
ど
も
、
「
鎮
静
」
に
よ
っ
て
、
す
で
に
対
応
能
力
の
な
い
患
者
の
意
識
を
失
わ
せ
、
栄
養
や
水
分
の
補
給
を
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
と
い
う
行
為
、
そ
の
「
終
末
期
鎮
静
」
に
よ
る
死
は
、
は
た
して「自然死」、「ナチュラル・コースによる死」なのだ
ろうか。
３
．
緩
和
ケ
ア
と
「
消
極
的
安
楽
死
」
？
５ 
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維
持
治
療
の
カ
ッ
ト
を
区
別
し
て
考
え
る
こ
と
は
、
「
終
末
期
鎮
静」の道徳的評価を誤らせることになるのではないか。
「
終
末
期
鎮
静
」
が
倫
理
的
に
き
わ
め
て
問
題
の
少
な
い
方
法
だ
と
推
奨
さ
れ
る
場
合
に
は
、
さ
き
の
緩
和
ケ
ア
学
会
の
ガ
イ
ド
ラインが引用され、「鎮静」と生命維持治療のカットを区
別して、「鎮静」は緩和的介入、生命維持治療のカットは
「鎮静」から独立した「治療の差し控え、ないし中止」、
いわゆる「消極的安楽死」と考えればよいとされる。
致
死
薬
の
投
与
に
よ
る
「
積
極
的
安
楽
死
」
と
は
こ
と
な
っ
て
、
「
消
極
的
安
楽
死
」
は
、
対
応
能
力
を
失
っ
て
い
る
患
者
に
対
し
て
も
道
徳
的
に
許
容
可
能
だ
と
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
た
と
え
ば
患者によるアドヴァンス・ディレクティヴがある場合や、
そ
れ
ら
が
な
か
っ
た
と
き
で
も
、
治
療
の
継
続
が
「
無
益
」
だ
と
思
わ
れ
た
り
、
治
療
が
患
者
に
「
過
度
の
負
担
」
を
強
い
る
こ
と
に
な
っ
た
り
す
る
場
合
、
パ
タ
ー
ナ
リ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
判
断
に
よ
る実施が許容されている。
け
れ
ど
も
、
「
鎮
静
」
は
緩
和
的
介
入
、
そ
し
て
死
ぬ
ま
で
意
識
を
消
失
し
た
状
態
で
あ
る
な
ら
、
治
療
の
継
続
は
「
無
益
」
で
あ
る
か
ら
、
そ
の
「
差
し
控
え
、
な
い
し
中
止
」
は
許
容
さ
れ
る
という二段構えのとらえ方は、「終末期鎮静」の道徳的評
価としては不適切ではないだろうか。人為的な「鎮静」
下
で
の
生
命
維
持
治
療
の
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
は
、
「
消
極
的
安
楽
緩
和
ケ
ア
科
や
Ｉ
Ｃ
Ｕ
で
「
終
末
期
鎮
静
」
に
携
わ
っ
た
経
験
を
も
つ
看
護
師
を
対
象
に
し
た
調
査
（
合
衆
国
）
に
よ
る
と
、
看
護
師
た
ち
の
多
く
が
、
「
終
末
期
鎮
静
」
を
行
な
っ
て
い
る
最
中
に
、
そ
の
実
施
が
「
積
極
的
安
楽
死
」
や
「
自
殺
講
助
」
と
「
紙
一
重
（
回
言
の
言
の
）
」
で
あ
る
と
い
う
「
倫
理
的
苦
闘
（
の
三
８
－
胃巨鵠一①）」を感じていたことが報告されている（６）。
「私が苦闘しているのは……安楽死と緩和鎮静の間の紙
一
重
の
差
の
と
こ
ろ
で
勤
務
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
私
は
安
楽
死
に
完
全
に
反
対
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
安
楽
死
は
合
衆
国
で
は
非
合法です。」（７）
「
紙
一
重
」
と
い
う
感
覚
を
、
別
の
看
護
師
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
表現している。
「
明
ら
か
に
、
い
っ
た
ん
鎮
静
が
な
さ
れ
た
ら
、
患
者
さ
ん
た
ち
はそれ以上何も食べたり、飲んだりすることができませ
死」で想定されていた「死にゆく過程を遮らないこと」
とは状況がことなると思われる。
少
な
く
と
も
、
臨
床
の
場
面
で
、
実
際
に
患
者
の
鎮
静
に
関
わ
る医療者は、「終末期鎮静」を何らかの「積極的」な行為
と
し
て
経
験
し
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い
る
。
４
．
看
護
師
た
ち
の
心
情
的
負
担
６ 
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こ
の
こ
と
は
ま
た
、
「
兵
糧
攻
め
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
で
表
現
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「たとえば、Ａを、都市Ｂを降伏させることを意図して、
都市Ｂを飢えさせる軍隊として考えてみよう。もし都市
Ｂ
の
人
び
と
が
降
伏
に
応
じ
ず
に
餓
死
を
選
ん
だ
な
ら
、
Ａ
が
Ｂ
を
「
死
ぬ
に
任
せ
た
」
と
い
う
表
現
は
不
十
分
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
誤
っ
て
も
い
る
。
こ
の
表
現
が
意
味
し
て
い
る
の
は
、
Ｂ
は
Ａ
の
行
動
と
は
無
関
係
な
原
因
で
死
に
至
っ
た
ということである。」（９）
軍
隊
Ａ
が
、
都
市
Ｂ
を
陥
落
さ
せ
る
た
め
、
Ｂ
市
の
生
活
物
資
の経路を絶ち、飢えさせる作戦を実行したとする。もし、
Ｂ
市
の
人
び
と
が
、
街
の
引
き
渡
し
に
応
じ
ず
に
、
み
ず
か
ら
餓
死
す
る
こ
と
を
選
ん
だ
な
ら
、
Ａ
が
Ｂ
を
た
ん
に
「
死
ぬ
に
任
せ
た
」
わ
け
で
は
な
い
。
Ａ
が
Ｂ
を
餓
死
さ
せ
る
状
況
に
「
追
い
込
ん
。
だ
か
ら
、
終
末
期
鎮
静
は
、
わ
た
し
に
は
自
殺
熱
助
の
よ
う
に
思
わ
れ
ま
す
。
と
い
う
の
も
、
あ
る
人
を
自
分
自
身
で
は
何
も
で
き
な
い
程
度
に
ま
で
鎮
静
し
続
け
て
い
る
か
ら
で
す
。
わ
れ
わ
れ
は
、
そ
の
よ
う
な
介
入
を
行
な
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
彼らの死の原因となっているからです。」（８）
５
．
「
兵
糧
攻
め
」
と
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
んだ」のであり、むしろこう言わなければならない。
「
Ａ
が
Ｂ
を
、
そ
の
生
存
が
Ａ
の
行
為
に
か
か
っ
て
い
る
状
況
へ
と積極的に追い込む。そしてＡは実行を拒む」と（巴。
同
様
に
、
医
療
者
が
患
者
を
鎮
静
状
態
に
し
て
、
生
命
維
持
に
不
可
欠
な
治
療
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
こ
と
は
、
た
ん
に
Ａ
が
Ｂを「死ぬに任せる」ことではない。鎮静状態の患者は、
食
物
や
水
、
薬
を
摂
取
し
た
り
、
そ
れ
ら
を
要
求
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
。
そ
の
よ
う
な
無
防
備
な
状
態
に
患
者
を
追
い
込
ん
だ
う
え
で
、
患
者
の
生
存
に
不
可
欠
な
行
為
を
医
療
者
が
敢
え
て
拒
む
こ
と
は
、
患
者
の
死
期
を
故
意
に
早
め
る
こ
と
、
言
い
換
え
れ
ば
、
患
者
を
作
為
的
、
計
画
的
に
死
の
プ
ロ
セ
ス
に
追
い
込
む
こ
と
で
あ
り
、
患
者
を
「
殺
す
こ
と
」
あ
る
い
は
「
死
ぬ
に任せることによって、殺すこと」である。
こ
の
議
論
は
、
さ
き
に
み
た
現
場
の
医
療
者
の
感
覚
と
一
致
し
ている。
さ
ら
に
、
「
終
末
期
鎮
静
」
の
道
徳
的
評
価
は
「
消
極
的
安
楽
死
」
と
は
こ
と
な
る
と
い
う
主
張
は
、
そ
れ
を
受
け
た
患
者
の
死
因
に
着
目
し
て
論
じ
ら
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
「終末期鎮静はたんに「自然にその経過を辿らせること」
６
．
ナ
チ
ュ
ラ
ル
・
コ
ー
ス
と
人
為
的
な
不
作
為
７ 
Hosei University Repository
で
あ
る
と
い
う
考
え
は
、
問
題
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
、
し
ば
し
ば
、
患
者
は
、
基
礎
疾
患
で
は
な
く
、
水
分
の
差
し
控
え
に
よ
る
脱水症状で死ぬからである。」（Ｕ
鎮
静
を
受
け
て
い
る
患
者
か
ら
、
医
学
的
適
応
外
で
栄
養
や
水
分
を
カ
ッ
ト
し
た
場
合
、
多
く
の
患
者
は
脱
水
症
状
に
よ
っ
て
死
亡する。よって、それは「ナチュラル・コースによる死」
で
は
な
い
。
患
者
は
、
自
分
の
病
気
で
は
な
く
、
栄
養
や
水
分
を
故
意
に
カ
ッ
ト
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
死
亡
し
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
反
論
が
あ
る
。
「
喉
の
渇
き
あ
る
い
は
空
腹
に
よ
っ
て
死
ぬ
こ
と
は
、
病
気
に
よ
っ
て
死
ぬ
こ
と
と
同
様
、
ま
さ
し
く
自
然
で
あ
る
。
双
方
の
ケ
ー
スにおいて、自然はその経過を辿る。」（巴
た
し
か
に
、
栄
養
や
水
分
が
摂
取
で
き
な
け
れ
ば
、
餓
死
や
脱
水
症
状
と
い
う
現
象
は
自
然
に
起
こ
る
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
、
栄養や水分があっても、それを提供できる人が与えなけ
れ
ば
、
餓
死
や
脱
水
症
状
は
起
こ
る
。
そ
の
死
は
、
人
為
的
な
不
作為の結果であると見なされるのではないか。
そ
れ
は
た
と
え
ば
、
母
親
が
わ
が
子
に
授
乳
を
せ
ず
に
餓
死
さ
せ
た
場
合
と
同
じ
で
あ
ろ
う
。
授
乳
し
よ
う
と
思
え
ば
で
き
た
の
に、「死んでもかまわない」という気持ちで授乳を放棄し、
子
ど
も
を
死
亡
さ
せ
た
場
合
に
は
、
刑
法
で
は
殺
人
罪
が
成
立
す
る（不真性不作為という）。
では、「積極的安楽死」や「自殺輔助」を容認する立
場の論者にとっては、「終末期鎮静」は、どのように捉え
鎮静前には、生命維持治療が有効であったり、飲食物
を経口摂取できていたりしていた患者に対して、鎮静開
始
を
理
由
に
、
そ
れ
ら
を
カ
ッ
ト
し
て
し
ま
う
こ
と
も
、
こ
れ
と
同
じ
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
鎮
静
に
よ
っ
て
、
患
者
の
意
識
を
奪
い
、
飲
食
を
要
求
し
な
い
状
態
を
人
為
的
に
作
り
出
し
た
上
で
、
医
学
的
適
応
外
で
、
生
命
維
持
に
不
可
欠
な
栄
養
と
水
分
の
補
給
を
シ
ャ
ッ
ト
ア
ウ
ト
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
死
の
条
件
提
供
で
あ
り
、
患
者
を
意
図
的
、
作
為
的
に
、
死
に
ゆ
く
過
程
の
な
か
に置いたということになる。言葉を換えれば、それは「死
ぬ
に
ま
か
せ
る
」
よ
う
に
見
せ
か
け
た
計
画
的
な
殺
人
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
「
終
末
期
鎮
静
」
は
見
か
け
以
上
に
「
積
極
的
安
楽死」や「自殺輔助」「慈悲殺」に近いものであり、両者
が
合
法
化
さ
れ
て
い
な
い
国
や
地
域
で
「
終
末
期
鎮
静
」
が
実
施
された場合、患者本人の要請があれば、嘱託殺人罪か、
も
し
く
は
自
殺
慧
助
罪
、
本
人
の
要
請
が
な
け
れ
ば
故
殺
罪
〈
殺
人）になると思われる。
７
．
終
末
期
鎮
静
と
安
楽
死
の
交
差
８ 
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られているのだろうか。
た
と
え
ば
、
「
終
末
期
鎮
静
」
は
「
積
極
的
安
楽
死
」
や
「
自
殺輔助」の代替となり、これらの行為が法律で禁じられ
ている国でも容認可能な「安楽死の議論における妥協策」§
で
あ
る
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
たしかに、「終末期鎮静」が「安楽死」や「自殺輔助」
の代替として利用されるケースも報告されている。
二
○
○
八
年
の
オ
ラ
ン
ダ
の
調
査
で
は
、
「
鎮
静
」
の
実
施
件
数
の
増
加
は
、
一
般
開
業
医
の
診
療
を
受
け
て
い
る
が
ん
患
者
の
ケ
ー
ス
が
大
部
分
を
占
め
て
お
り
、
こ
れ
は
「
安
楽
死
」
の
依
頼
や実施がもっとも頻発する患者層である日）。そこで「安
楽死」の減少と「持続的な深い鎮静」の増加が顕著に見
ら
れ
る
た
め
、
両
者
の
置
き
換
え
が
可
能
な
場
合
も
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。
さ
ら
に
、
「
持
続
的
な
深
い
鎮
静
」
を
受
け
た
患
者
の
九
％
は
、
そ
れ
に
先
立
っ
て
、
「
安
楽
死
」
や
「
自
殺
輔
助
」
の要
請を拒否されていた。「安楽死」等が認められなかったか
ら、「鎮静」を選ぶというケースが約一○人に一人という
ことになる。
こ
の
よ
う
に
、
「
終
末
期
鎮
静
」
が
、
「
安
楽
死
」
や
「
自
殺
講
助」の代わりとして用いられているという現状はあるが、
そ
の
こ
と
が
患
者
の
希
望
に
適
っ
て
い
た
か
ど
う
か
は
、
別
の
問
題である。
一
般
に
、
「
終
末
期
鎮
静
」
と
「
安
楽
死
」
は
、
異
な
っ
た
臨
床
の
問
題
に
対
処
す
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
調
査
に
よ
る
と
、
患
者
に
よ
る
「
終
末
期
鎮
静
」
の
依
頼
は
、
身
体
的
な
苦
痛
を
理
由
に
し
た
も
の
が
多
い
の
に
対
し
て
、
「
安
楽
死
」
の
依
頼
は
、
身
体
的
苦
痛
よ
り
も
自
己
の
「
尊
厳
の
喪
失
」
や
「
自
律
の
喪
失
」
の
認
識
を
根
拠
と
し
て
な
さ
れ
る
こ
と
の
方
が
多
い
。
こ
れ
は
、
一
九
九
五
年
に
オ
ラ
ン
ダ
で
全
国
規
模
の
終
末
期
の
意
思
決
定
に
関
す
る
調
査
が
始
ま
っ
た
当
初
か
ら
、
報
告
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
尊
厳
の
喪
失
感
が
、
「
安
楽
死
」
や
「
自
殺
講
助
」
の
依
頼
の
動
機
に
な
る
と
い
う
こ
と
を
支
持
す
る
報
告
は
、
オ
ラ
ン
ダ
以
外
でもなされている。「自殺箒助」が合法的に実施可能なア
メリカ合衆国のオレゴン州でも、「自殺輔助」の依頼の最
大
の
動
機
は
、
身
体
的
苦
痛
で
は
な
く
尊
厳
の
喪
失
で
あ
る
。
患
者
が
み
ず
か
ら
の
死
に
際
し
て
、
「
尊
厳
」
を
守
り
た
い
と
考え場合には、「終末期鎮静」はそのニーズには答えられ
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
日
本
人
を
対
象
に
し
た
調
査
で
は
、
終
末
期
に
際
し
て
、
み
ず
か
ら
の
「
尊
厳
」
と
「
死
へ
の
準
備
」
を
重
要
視
す
る
患
者
は
、
最
後
の
と
き
に
意
識
が
清
明
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
で
「
終
末
期
鎮
静」を拒否することが報告されている（巴。尊厳を重視
す
る
人
に
と
っ
て
は
、
薬
で
「
寝
か
し
つ
け
ら
れ
る
」
終
末
期
鎮
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静は受け入れがたいという。また、別の調査では、患者
は
医
療
者
が
考
え
る
以
上
に
、
精
神
的
な
清
明
さ
、
ク
リ
ア
な
判
断
能
力
を
維
持
し
た
ま
ま
死
を
受
容
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
い
る
ことが示されている。
「｜般の人びとは、医学的介入が自分たちの精神的能力
に
影
響
を
与
え
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
よ
り
高
い
価
値
を
置
い
て
い
る
の
に
対
し
、
医
療
者
は
主
に
患
者
の
生
命
へ
の
医
学
的
介
入
の
影
響
に
関
わ
っ
て
い
る
…
…
こ
の
こ
と
は
、
「
よ
き
死
」
の
調
査
に
よ
る
経
験
的
な
研
究
結
果
－
－
そ
れ
は
精
神
的
清
明
ざ
が
、
よ
き
死
に
ゆ
く
過
程
を
達
成
す
る
際
に
、
医
療
よ
り
も
患
者
に
と
っ
て
．
よ
り
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
ｌ
お
よ
び
、
鎮
静
はしばしば「精神的な安楽死」と呼ばれるという予備段
階の研究結果と一致している。」応）
こ
の
よ
う
に
、
最
期
の
と
き
を
自
分
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い「終末期鎮静」は、「尊厳」や「自律」を守りたいとい
う
患
者
の
欲
求
に
応
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
。
そ
の
た
め
、
た
ん
な
る
肉
体
的
苦
痛
の
回
避
で
は
な
く
、
自
己
の
「
尊
厳
」
を
守
る
た
め
に
「
安
楽
死
」
や
「
自
殺
講
助
」
を
支
持
す
る
論
者
に
と
っ
て
は
、
「
終
末
期
鎮
静
」
は
、
必
ず
し
も
支
持
で
き
る
行
為
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
Ｂ
・
緩
和
ケ
ア
の
「
理
想
」
と
終
末
期
鎮
静
緩
和
医
療
の
理
想
は
、
患
者
の
意
識
レ
ベ
ル
を
下
げ
る
こ
と
な
く
、
身
体
的
な
苦
痛
か
ら
解
放
す
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
意
識
レ
ベ
ル
の
低
下
と
い
う
「
悪
い
結
果
」
を
伴
な
わ
ず
に
、
苦
痛からの解放のみを実現することであり、患者が判断能
力
を
維
持
し
た
ま
ま
で
静
か
に
死
を
受
容
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
さ
ら
に
、
死
に
至
る
ま
で
の
意
識
消
失
を
と
も
な
う
こ
の
「
精
神
的
な
安
楽
死
」
は
、
緩
和
ケ
ア
の
理
念
と
も
相
容
れ
な
い
性
格
をもっている。「終末期鎮静」は、緩和ケアの「理想」と
真逆である。少なくとも、このことがＷＨＯの「緩和」
の
定
義
に
あ
て
は
ま
る
の
か
ど
う
か
は
疑
問
で
あ
る
。
ＷＨＯの緩和ケアの定義によれば、緩和ケアは「ＱＯ
Ｌ
を
改
善
す
る
た
め
の
ア
プ
ロ
ー
チ
」
で
あ
る
。
浅
い
鎮
静
で
あ
れ
ば
、
患
者
は
完
全
な
意
識
消
失
に
陥
る
こ
と
な
く
、
改
善
さ
れ
た
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
享
受
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
け
れ
ど
も
、
「
終
末
期
鎮
静
」
で
は
、
患
者
は
苦
痛
か
ら
解
放
さ
れ
は
す
る
が
、
そ
の
改
善
さ
れ
た
状
態
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ
を
認
知
す
る
意
識
は
、
患
者
か
ら
失
わ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
の
「
緩
和
」
の
定
義
が
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
改
善
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
の
Ｑ
Ｏ
Ｌ
の
セ
ン
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
低
下
さ
せ
る
、
あ
る
い
は
封
じ
込
め
て
し
ま
う
「
終
末
期
鎮
静
」
を
緩
和
的介入とすることには議論の余地がある。
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と
で
あ
る
。
緩
和
医
療
の
「
限
界
」
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
登
場した「終末期鎮静」は、身体的な苦痛からの解放とい
う目的を果たせたとしても、「緩和」医療の目指す「ＱＯ
Ｌの享受」、さらに「判断能力を維持した状態での、尊厳
ある死を受容する」可能性を閉ざしてしまう。ここには、
人間の尊厳にふさわしくない身体的苦痛を回避する「緩
和」的介入が、人為的な植物状態という人間の尊厳にふ
さ
わ
し
く
な
い
状
況
を
作
り
出
す
と
い
う
新
た
な
問
題
が
生
じ
て
いる。また
、
従
来
の
緩
和
ケ
ア
で
は
、
飲
食
の
提
供
や
チ
ュ
ー
ブ
に
よる栄養補給、点滴による水分補給は、病気の種類や段
階に関わらず、患者に対する「通常の」治療手段として
不
可
欠
な
も
の
と
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
た
ん
に
飢
え
や
脱
水
症状を防いだり、身体機能を維持させたりするだけでな
く、無防備な状態の患者に対する愛情や連帯感を表現す
るための最も重要な方法とされていたのである。
「苦痛を緩和する」ということと、「死なせても構わ
ない」ということは別のことであり、「終末期鎮静」を緩
和
ケ
ア
の
一
手
段
と
見
な
す
こ
と
は
、
緩
和
医
療
と
安
楽
死
、
あ
るいは緩和医療へのアクセス権と自殺権との境界線をシ
ー
ム
レ
ス
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
（１）「わが国における尊厳死に関する研究」主任研究者
松島英介、厚生労働省科学研究費補助金医療技術評
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